
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 自治会加入で安心生活
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ト
ピ

ツ
ク
ス

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
訓
練
０
法
地
区
自
治
含

要
支
援
者
に
ど
の
よ
う
な
避
難
支
援
を
行
う
か

～

図
上
訓
練
グ

ル
ー
プ
発
表

～

１０
月
４
日
、災
害
時
の
避
難
に
伴
う
共
助
、公
助
の
在
り
方
を
学
ぶ
た
め
、
下
法
軍
寺

地
区
の
自
治
会
長
、福
祉
、防
災
関
係
者
と
飯
山
高
校
看
護
科
生
な
ど

〃
名
が
参
加
し
、

自
主
防
災
会
に
よ
る
避
難
所
受
付
訓
練
、
看
護
科
生
の
健
康
観
察
訓
練
、
市
危
機
管
理

課
・松
村
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
防
災
語
話
と
図
上
訓
練
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
車
椅
子
の
取
扱
い
方
、女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
非
常
食
づ
く
り
を
訓
練
し
ま

し
た
。

最
初
に
飯
山
南
自
主
防
災
会
が
避
難
所

開
設
訓
練
（参
加
者
の
受
付
、避
難
名
簿
の

作
成
、参
加
者
を
自
治
会
単
位
で
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
）
を
行
い
、
次
に
看
護
科
生
に
よ
る
血

圧
・酸
素
濃
度
の
測
定
や
新
間
紙
ス
リ
ツ
パ

作
成
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、多
目
的
室
で

〃
名
は
６
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況

や
新
た
な
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
の
講
話
を
受
け
ま
し
た
。図
上
訓
練
は
、図

上
で
様
々
な
容
体
（四
肢
障
害
、車
椅
子
、寝

た
き
り
、杖
歩
行
）
の
対
象
者
を
、
い
か
に
避

難
さ
せ
る
か
、建
物
内
で
の
垂
直
移
動
避
難

が
よ
い
か
を
話
し
合
い
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
し
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
「避
難

方
法
は
、全
員
が
自
治
会
長
に
な
っ
た
つ
も
り

で
、避
難
者
を
安
全
に
避
難
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。避
難
方
法
に
正
解
、
不
正
解
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

避
難
支
援
の
考
え
方
で
は
、
要
支
援
者
の

容
体
、
可
能
な
支
援
者
数
、
避
難
所
ま
で
の

経
路
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
経
路
沿
い
の

危
険
度
な
ど
念
頭
に
、緊
急
性
が
あ
る
場
合

は
、垂
直
避
難
も

一
つ
の
手
段
と
し
て
、適
切

な
避
難
要
領
を
決
定
し
、安
全
か
つ
速
や
か

な
避
難
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

下
法
軍
寺
地
区
の
自
治
会
は
、来
年
１
月

末
ま
で
に
、
〈
Ａ
員
揃
っ
て
避
難
訓
練
を
実
施

し
、
地
区
内
の
災
害
時
安
全
、
安
心
づ
く
り

を
進
め
ま
し
き
つ
。

法
の
郷
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

令
和
７
年
度

「文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
受
賞

法
の
郷
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
１８
年

に
わ
た
り
、飯
山
南
小
学
校
の
児
童
が
安

全
・安
心
に
下
校
で
き
る
よ
う
見
守
り
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
は
、児
童
の
登
下
校
時
の

み
な
ら
ず
、地
功
社
会
の
安
全
・安
心
づ

く
り
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
一∈

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、〈フ
年
度
、文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
は
、南
小
学
校
が

「学

校
安
全
功
労
者
団
体
」

と
し
て
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
、
そ

れ
に
続
く
受
賞
と
な

り
ま
す
。

骨
盟
Ⅲ斎

Eフジ方 ン丸亀
日BFUJ:こ の街に、あつてよかった。

丸亀市川西町1280番地 1

TEL 0877‐57‐2411

Br

DAB

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香
'H芳
文

丸亀市飯山町下法軍寺379-4

TEL 0877‐98‐2626
TEL OB77‐98‐2371

肇大和地所 寵豊嶋建設郵

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山町下法軍寺808番地 1

フリーダイヤル0120‐ 197‐007
(イ代表 08フアー98-3131)
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保
健
師
の
健
康
相
談

（申
込
不
要
）

【内
容
】血
圧
測
定
・検
尿
・

体
組
成
測
定

【日
時
】
１１
月
１９
国
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室

【持
ち
物
】
お
持
ち
の
人
は
健
康
手
帳
・健
診
結
果

【間
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

飯
山
南
地
区
敬
老
会

【国
時
】
１１
月
９
日
（日
）

【場
所
】多
目
的
室

【催
し
物
】
お
じ
ょ
も
太
鼓

五
月
晴
れ
み
ど
り
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー

ふ
れ
あ
い
会
食
（持
ち
帰
り
不
可
）

＊
対
象
希
望
者
に
は
既
に
入
場
券
配
布
済
み
で
す
。

一を

”マ
習

ク

ラ

ブ

ス
マ
イ
ル
サ
ー

ク
ル

ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、簡

単
な
ヨ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
な
動

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肩
こ
り
腰
痛
が
軽
く

な
り
ま
す
（個
人
の
感
想
）
。
一
緒
に
健
康

に
な
り
ま
せ
ん
か
。男
性
も
ぜ
ひ
。

【日
時
】
旬
週
本
曜
日

‐９
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

【場
所
】多
目
的
室

【会
書
霊
月
３
０
０
円

※

申
込
・体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、直
接
会
場
ま
で

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

∽

/1フ

を:

しⅢ

第
２
回
健
康
語
漢
会

【演
題
】健
康
づ
く
り
体
操

【内
容
】健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

【講
師
】丸
亀
市
健
康
課

川
原
　
靖
代
　
理
学
療
法
士

【国
時
】
４‐
月
１９
日
（水
）

０

寺

～

１

寺

【場
所
】多
目
的
室

【対
象
】市
民

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、飲
み
物
を
ご
持
参
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
食
堂
実
施
の
ご
案
内

（ふ
れ
あ
い
交
流
部
　
法
の
郷
食
堂
班
）

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

【場
所
】ふ
れ
あ
い
一父
流
室
（送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【対
象
】
あ
歳
以
上
の
方

【料
金
】５
０
０
円
（税
込
）

お
支
払
い
は
当
日

【食
事
内
容
】か
き
ま
ぜ
寿
司
・鮭
の
ホ
イ
ル
蒸
し

い
も
の
こ
汁
。フ
ル
ー
ツ
寒
天

（材
料
の
一
部
に
、卵
・乳
製
品
を
含
む
）

【定
員
】先
着
３０
名
（１１
月
１３
日
ま
で
に
要
申
込
）

【申
込
・問
合
】飯
山
南
コ
ミ
塁

一テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

奮
９
８
１
２
２
０
０

ｌ
‐
ゴ

「９
コ
Ｊ

〕
ｑ
Ｏ
う

―
‐

〔
一

亨
飯山高校 飯高祭/戴帽式

飯高祭 (9月 5日非公開・9月 6日公開)
「青春謳歌～今しかできないことを～」をテーマに開催

しました。学習や部活動発表、作品展示やダラス展示、バ

ザー等も行われて盛況に開催できました。

戴帽式 (10月 2日) 看護科生:2フ名
看護科2年生が病院での実習を前に戴帽式に臨みま

した。戴帽生は、出席者に見守られ、ナースキャップを戴

き、荘厳なキャンドル・サービスの中でナイチンゲール誓

詞を朗唱し、看護師をめざす決意を新たにしました。

飯山中学校  剣   道   著|

部員刊年生6名、2年生3名

場所 :飯山中学校 父」道場

私たち父」道部は、顧間・保護者の指導のもと、1年生6

名、2年生3名の計9名で渚動しています。主に基本動作や

基本打ちをして、その練習の成果を練習試合で確かめ公

式戦でも十分に発揮できるよう稽古に励んでいます。

来年夏に迎える丸亀市総合体育大会を勝ち進み、県総

体でベスト8に入ることが私たちの目標です。部には経験

者や父」道に熱心な仲間が集まっており、心技体それぞれの

改善点などを先輩・後輩関係なく教え合いメリハリある稽

古になるよう真剣に取り組んでいます。さらに＼イ呆護者や3

年生の先輩の応援をもらいながら近々にある新人戦に向

けて稽古の緊迫感を高めています。

保護者や先輩方、応援してくれる人の心を動かす良い剣

道ができるよう、稽古に励んでいきます。飯山中学校父」道

部の応援をこれからもどうぞよろしく

お願いします。

(2年2組 吉木咲侍)

エール
く(( Yeti 〉〉〉

・ヽ う

3   HANZANMINAMI COMMUNITYハ /1AGAZINE No 140【 202511】



躍
動
す
る

は
ん
な
ん

・
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

島
Ｅ
島
み
み

盤
動
す

る

は
た
な
た

一

「水
と
設
備
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ヨ
ナ
ル
、

現
場
を
支
え
る
確
か
な
力
」

株
式
会
社
マ
を
ア
ツ
飯
山

当
社
は
、株
式
会
社
マ
ル
テ
ツ
坂
出
の
グ

ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、
２
０
０
０
年
フ
月
２０

日
に
設
立
さ
れ
た
管
工
機
材
、
住
宅
先
工
調

設
備
、
上
下
水
道
資
材
の
販
売
を
行
う
会

社
で
す
。

設
立
か
ら
現
在
ま
で
に
は
、
原
価
の
高

騰
、
新
し
い
資
材
の
流
通
、
そ
れ
ら
に
伴
う

在
庫
商
材
の
管
理
、
そ
し
て
新
規
販
売
先
の

一開
拓
の
必
要
性
な
ど
、悩
み
や
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
地
域
に

根
付
き
、
丸
亀
市
入
札
資
格
業
者
様
や
丸

亀
市
内
設
備
店
様
、
お電
気
店
様
を
中
心
に

お
取
引
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
あ
年
の
実
績
を
基
に
、主
に

業
務
用
の
水
道
管
工
機
材
の
安
定
的
な
供

給
と
、
現
場
で
求
め
ら
れ
る
高
い
品
質
基
準

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
客
様
の
二
十
ズ
に
合
わ
せ
た
選

定
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
柔
軟
な
バ
ラ
ン
ス
で
施

工
現
場
に
最
適
な
資
材
を
迅
速
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
一⊆
れ
か
ら
も
マ
ル
テ
ツ
グ
ル
ー

プ
の

一
員
と
し
て
、
お
客
様
と
と
も
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

団

株式会社 マルテツ飯山
飯山団]下法軍寺1130-1
盆56-8181

守乖
'む
言有:とl

し
よ
う

は
う

言
ん

じ
ん
　
じ
や

《正
八
幡
神
社

社
殿
》

時
御
本
殿
・拝
殿
南
向
き

【
讃
留
霊
王
伝
承
記
シ
ｕ
ｌ
ズ

耐ユ
　
　
】乗
島

和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

◎
【正
八
幡
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４

十
五

‐
①
】

会
止
Ａ
霊
堕
秤
汗
々
し
よ
う
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
）》

鎮

座

地
　
丸
亀
市
綾
歌
町
富
熊
１
７
８
１
番
地
（字
宮
前
）

寮
不　
　
神
　
口ｍ
田
天
皇

神
功
皇
后

日
本
武
尊

神
社
由
緒
　
当
社
は
往
古
よ
り
隈
玉
郷
に
鎮
座
あ
り
て
初
め
大
己
貴
命
、少
彦
名
命

三
神
を
奉
祭
祀
し
て
庄
宮
と
奉
裕
し
、重泉行
天
皇
の
御
宇
Ｘ
西
暦
刀
～

１
３
０
年
）頃
日
本
武
尊
の
御
子
●
武
殻
王
（た
け
か
い
こ
お
う
・●
讃

留
霊
王
）南
海
の
大
魚
を
御
征
討
の
制
営
社
に
神
璽
（し
ん
じ
）
の
玉
を

納
め
て
祈
願
せ
ら
れ
、平
定
の
後
富
団
に
留
ま
り
給
い
隈
玉
郷
を
以
っ

て
神
供
田
に
充
て
給
う
。も］
社
第
十
九
代
允
恭
天
皇
御
（西
暦
４
１
２

～
４
５
３
年
頃
）
●
讃
留
霊
公
●
武
殻
王
）
四
世
の
裔
綾
益
甲
の
子
宇

隈
麻
呂
隈
玉
郷
を
司
り
神
殿
を
造
営
し
て
、
【八
幡
大
神
・神
功
皇
后
・

日
本
武
尊
を
奉
斎
】

熟
御
社
殿
造
替

令
和
元
年
九
月
吉
日
（皇
紀
二
六
七
九
・西
暦
三
〇

一
九
年
）

参
考
文
献

『香
川
縣
神
社
誌
』
抜
粋

発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
和
十
三
年
十
二
月

一
日

発
行
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一不
・・‐‥易‐．■流
・行
・・・か
柔

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
展
望
す
る
（２
）

子
ど
も
た
ち
は
、
社
会
的
な
情
勢
か

ら
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
視
点

で
新
し
い
学
び
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

小
さ
い
頃
か
ら
外
国
語

（英
語
）
に
ふ

れ
た
り
、　
一
人

一
台
の
ダ
ブ
レ
ツ
ト
端

末
を
自
由
に
渚
用
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が

行
わ
れ
た
り
と
時
代
の
要
請
に
応
じ
て

教
育
内
容
も
流
行
が
あ
る
。
２
０
３
０

年
を
目
途
に
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
を
取
り
入

れ
た
教
育
内
容
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

２
０
３
０
年
以
降
の
取
り
組
み
内
容
と

し
て
、
に
わ
か
に
動
き
を
見
せ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
教
育
に
関
す
る

一

例
を
述
べ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
次
の
流
行
は

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
（ウ
エ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）
で
あ
る
。
直
訳
す
る
と

「良

好
な
状
態
」
あ
る
い
は
「よ
く
在
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

教
育
的
な
視
点
で
は
、
人
生
を
豊
か

に
す
る
学
び
と
繋
が
り
の
場
を
大
切
に

し
た
取
り
組
み
だ
。　
こ
日
前
の
学
校
教

育
は
、
学
校
の
中
だ
け
で
学
び
が
完
結

す
る
場
が
中
心
、
そ
れ
が
学
校
に
学
び

に
関
係
の
あ
る
専
門
の
方
が
支
援
に
入

り
広
が
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（三
谷
秀
樹
）
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スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷
i地 l■うくり を燻境保持 3法の

':in固Ⅲまちライララリー Б法の指1食堂班  6活用班

瑳の押F
づЦり

|■lt ・ ∴:' 'I● ■
法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

コミュニテイがすすめている取 L)組みをお知らせします。

,高齢き対策 D児重・子育て支援

h健康づくり推進事業 ,運動習慣づくり
1食生活の改善 Ⅲbのに患康づくり

ち学校支援 
“
生涯学習

ワ地域づくり支,妥  中東lu l児童センター支援

●
=]ミ
ュニテイセンターと法の必公国

福祉部躙 昭防災部

防災訓練

11月 16日 (日 )、東小川地区を対象とした防災訓練

一人暮らし友愛訪問

「おはぎ配食サービス」
を行います。

AED体験 (国赤 )・土嚢袋の積み方
(消防団)、簡易トイレ組み立て (防災 i

部 )、避難用品の確認などを体験しま

す。炊き出しうどんがあります。

文化育成部

丸亀市

福祉 i親力員委 B属式 (丸亀市福祉課 )

学校の花植え 9月 13日 (土 )、地域の民生委員児童委員、福祉マ

マ、自治会長に福祉協力員の委l属を行いました。

地域で困つている方をいち早く行政に繋げるための

お手伝いです。

命

0 了シぇご埓ぐタグぅださι4をB′

41月 19日 (水 )
『星空カーニバル』
～みんなでたのしもう!～

※南保育所2歳児参加

移動図書館車かめまる号

11月 12日 (水 )
10日寺30分⌒マ11日寺30分

11月 15日 (土 )
10日寺30分―′11日寺30分
『フラワーモチーフで遊ばう』

募集人数 :10名 (予約制)

参 力□費 :110円

11月 15日 (上 )
11日寺-11日寺45分

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンダーのホームページに Fふれあい交流室だより」を掲載しています。

HANZANMINAMI COMMUNITY MAGAZINE No資 40〔 202511,

11月 28日 (金 )、食改さんが心を

こめて作つたおはぎを民生委員児

童委員と福祉ママがお届けします。

昭
9月 26日 (金 )、南小学校

2年児童の冬野菜づくり

(植え付け)に学校支援ボ

ランティア8名が参加しま

した。

10月 16日 (木 )は、南小

学校正問の花壇の花植え

を4子いました。

ド
華

藝
］
10日寺30分-11時

5

0魅力ある法の郷らしさ

安全箋心

0ともに支え合い健やかに喜らす

0健康とスボーツで元気いつぱい

0“楽しい"が見つかる子育てと文化

0市民参加情報まるごと発信

●ふらっと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

11月 20日 (木 )

プ稽 :ζfO円
′年|1為

手■ 二 牟I':
締切り:11月 14日 (金 )

0パンの販売〔にじいろベーカリー】

11月 19日 (水 )
44時～

鰺

曽
喜

地元農家さんの新鮮野菜・

多肉植物・日用品など

●朝市。フリーマーケット

14月 15日 (上 )
40B寺 -12日寺

活
　
用
　
班 星空カーニパル

t

ば し



毎′悽廉ゲツト
1丁  ヽ   ぐ士 宝

赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

，一ｕ

宝赤.ゃ庁

募集中
◎

■材料 (2人分)

鶏もも肉…………・1枚

人 参 ・…………100g
さつまいも・……100g
レンコン・………100g ④
かばちゃ………・100g
油揚げ…………… 30g

鶏肉と

秋野菜は、夏の間に蓄えた栄養分が凝縮され、

甘みや旨みが強いです。

ベストショット

待つてま～す♪

●対象者

飯山南地区在住で、

満3歳までのお子さん

●応募できる方
お子さんの父母または養育者

●お申し込み方法

誕生月の前月1日までに、件名を

1宝赤ちゃんJとし、下記の必要事項を

ご記入のうえ、メールまたは窓ロヘ

ご持参くださtち

●必要事項
お子さんの氏名 (心、りがな)、 性別、
年齢・保護者の氏名、連絡先

●応募メールアドレス

図 hannan_c@mf.pikaraine.,p

F◇CUS―フオカー

地域を守る強い味方、

消防団

消防団と間くと東田

本大震災のことが頭を

よぎります。団員の皆

さんが地域の人たちを

守つてくれました。地域

の強い味方です。

飯山南地区の第 1フ分団は上法 14名・下法8名・東

刑嘲|112名の総勢34名です。いつ襲つてくるかわからな

い災害に備えるために国々訓練に励んでいます。幸い

ここ近年、避難所で数日過ごさないといけないような

大きな災害はありませんでしたが、大事に至らない山

林火災や台風、長雨による水害などがありました。その

度に消防団が出動してくれました。

様々な職種や年齢の方々が集まっている消防団で

すが、チームワーダよく渚動できているそうです。第 1フ

分団長の小林さんも先輩に誘われ地域を守るために

何かしたいという気持ちで入団を決めたそうです。こん

な頼もしい第 1フ分団も定員までまだ余裕があるそうで

?σ

)時間を使

i泌

サラダ油

酒 ……
みりん…

しようゆ

砂糖 …
だし汁…

……… 適量
……大さじ2
……大さじ2
・大さじ1.5

……大さじ1
●中●300cc

■作り方

0鶏もも肉。人参。さつまいも。レンコン・かばちゃは
小さめの一口大に切る。油揚げは2cm幅に切る。
②鍋に油をひき、①を中火で炒める。
O②に⑥を加えて10分程度煮る。

まぜ、油揚げを加える。
ぎ、できあが

'

No. 宮武 悦子さん
062
中の坪自治会

戦前・戦中・戦後を懸命に生きて、今が一番幸せだと

話される、95歳の気丈な方です。
15歳で終戦を迎えた時は、女学校3年生。飛行機の

部品工場で勤労奉仕中、玉音放送を聞いたそうです。

女学校時代は奉仕活動ばかりで勉強はしたくてもでき

なかったと。

一番の苦労は、結婚してまもなくお姑さんが脳卒中

で倒れ、身重の身体で介護をしながら8反の農作業を

したこと。その経験があるから、人生何事も乗り越えら

れたと。

現在、南コミュニティの編み物グラブで楽しく制作
を。心臓にペースメーカーを入れ少し不自由な足をか

ばいつつ、カーディガンやセーダーなどを月に2～3枚

仕上げるとか。そして、できた作品は一緒に暮らしてい

るお嫁さんに時々差し上げるそうです。家事をしなが

ら息子さんと共に農作業をやってくれているので、とて

も感謝していると笑顔でした。

食.資 A凍●1-八 i f tt iiデ デ●|:.姦

苔;hすみれ、.ん 多1&

東小川郵便局

0877日 98日2912

閣 躍 一
い
ヽ

■

停

い

大切をお荷物はゆうパック
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£
,

し
!甘んにと :9

rノ ゛

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

香
川

県
は
、
糖

尿
病
の
死
亡
率
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
５

位

（令
和
５
年
度
）

で
す
。
生
渚
習
慣
病
の

一
つ
で
あ
る

糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
と
食
事
制
限

や
人
工
透
析
が
必
要
に
な
る
病
気
で

す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

し
た

り
、
運
動

を

し
た

り
毎

日

の

ち
よ
っ
と
し
た
心
が
け
で
糖
尿
病
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
運
動
し
や

す
い
気
候
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
も
お
勧
め
で
す
。

生
活
だ
よ
り

子
育
て
と
人
権
？

「し
つ
け
」
と
称
し
て
体
罰
や
、
暴

言
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。　
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
で
、
人
の
手
を
借
り
る
こ
と
も
考

え
て
み
ま
し
よ
う
。

１
８
９
番
。
「い
ち
は
や
く
」
と
覚

え
や
す
い
こ
の
番
号
は
、
児
童
相
談

所
へ
の
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

il

|

キ十1

1日 (土)・・・ビ切ビカデー

5日ゆk)…避難・消火訓練
6日 (本)…親子体操
8日 (土)…図書館うさぎ
16国 (日 )。中えほんダイム

19日 (水)・・・出前講座「じどせんのおねえさんといっし劇

(飯山南コミュニテイセンダーで)
20日 (木)・・・ツボ押しと体操

トライアングル(子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんばt甜と共催)
22日 (土)・・・ファンダジー《創作紙芝居》
26日 (水)・・・移動図書館車かめまる号がやつて

30日 (日)…影絵人形劇団「むむのこ」公演

112月初めの行事】
1日 (月 )。…ピカピカデー

4日 (本)…親子体操

半
ｉ

202S Nove伽♭er

第
２‐
回
丸
亀
市
社
会
福
祉
大
会

◆
丸
亀
市
長
表
彰

（民
生
委
員
・児
童
委
員
〉

会
長
表
彰

〈社
会
福
祉
施
設
・団
体
役
員
〉

久
米
丼
　
直
人

さ
ん

◆
丸
亀
市
社
会
福
祉
協
議
会

さ
ん
さ
ん

さ
ん

秦 蓮 吉
丼 利

佳 平 俊
子 記 弘

２
０
２
５

野
の
花
フ
ェ
ス
タ

秋
の
気
持
ち
い
い

一
口
を
、
野
の
花

で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
を飛
軽
に
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

ご
家
族
や
お
友
だ
ち
、
み
な
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【時
間
】
１１
月
８
国
（土
）

１１
時
～
１４
時

【場
所
】
野
の
花
生
渚
介
護

【内
容
】
ス
テ
ー
ジ
、体
験
コ
ー
ナ
ー
、

バ
ザ
ー
、子
供
コ
ー
ナ
ー

【間
合
】
ａ
９
８
１
４
ア
４
１

社
会
福
祉
法
人
い
い
の
や
ま
福
社
会
　
野
の
花

業
交
番
だ
よ
曲
Ｈ

守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
！

～
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

信
号
守
り
ま
し
よ
う
～

令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
県
下

に
お
け
る
人
身
事
故
に
つ
い
て
で
す
が
、

Ｏ
信
号
無
視
が
原
因
で

発
生
し
た
人
身
事
故
↓
６
５
３
件

○
信
号
無
視
が
原
因
で

発
生
し
た
重
症
事
故
↓
貶
件

○
信
号
無
視
が
原
因
で

発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
↓
９
件

と
谷
り
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
ほ
ん
の

一
瞬
の
油
断
か

ら
生
ま
れ
ま
す
。

信
号
を
守
り
、
前
を
よ
く
見
て
安
全
な

運
転
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
家
族
や
地
域

を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全

で
安
心
な
街
を
つ
く
り
ま
し
き
つ
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
奮
２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
ａ
♯
９
１
１
０
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ω
掲載ページ

お
ノマンの日

Lw
かめまる号

>』己く
青パト巡回日 カ

レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

17o 休館日

18●

19o

10

20 ・ 健康ウォーク・ペタンク

・ 法ちゃんくらぶ C西)・ 法の郷公園花植え >aく
・ 朝市・フリーマーケット廻D        ‐

ηё ④・ 防災訓練 (東小川地区)0

・ 第2回健康講演会口 ・ 健康相談 D 出
・じどせんのおねえさんといっしょC□)   'Eド

20o ●バ、らつとtea ume C巫〕

21o ・ 介護予防のための体操教室

220 ●ふれあい食堂 D

2昌 軽動
休館日

'力

労サ学:朗し)「ヨ

2難 く診
休館日

振替休B

〕E 〔 25● 休館日

260

276

28(9 ・ 一人暮らし友愛訪間 0>E 〔

>題融〔 290

'E已

〔 39鷲動

12/30・人権講座

12/50・ 交通安全教室。現地講習会

4●

50

60

70

80

∋◎

100 休館日

11●

120

13●

140

150

体館日

文化の日

休館日

・ あいさつ運動 (塑化育成部)

・ 飯山南地区敬老会0
・ 丸亀市地震対処訓練

30

「
―
―
―

　
全

国
火
災
予
防
運
動
　
―
―
―
―
コ

'E=

Lw

フ
年
産
の
新
米
の
販
売
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
香
川
県
の
農
業
生
産
量
は
小
規
模
で
す

が
、曲辰
地
の
果
た
す
役
割
は
、米
・麦
を
生
産

す
る
だ
け
で
は
な
く
、た
め
池
に
よ
る
一豪
雨
災

害
時

一
時
保
水
で
の
流
量
の
緩
和
や
、
環
境

保
全
な
ど
数
量
で
は
表
せ
な
い
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
の
新
間
で
、
１０
年
後
の
後
継
者
が
決

ま
っ
て
い
な
い
農
地
は
全
国
平
均
で
３‐
．

ア
％
、香
川
は
列
・９
％
と
全
国
５
番
目
に
厳

し
い
地
域
で
、こ
の
ま
ま
で
は
耕
作
放
棄
地
が

広
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
の
農
業
従

事
者
を
見
る
と
１０
年
先
ど
う
な
る
か
で
な

く
、現
実
問
題
と
し
て
状
況
は
大
変
で
す
。

数
値
を
、〈フ
後
も
米
を
作
り
食
べ
続
け
る

と
い
う
視
点
か
ら
見
て
く
だ
さ
い
。

◎
生
産
量
（主
食
用
）
２
０
２
４
産
６
フ
９

万
ｔ
（毎
年
１０
万
ｔ
の
ペ
ー
ス
で
減
少
）

◎
作
付
面
積
１
２
６
万
ｈａ
（１０
年
間
で
２‐
万

ｈａ
減
少
・東
京
都
の
面
積
に
相
当
）

◎
米
価
（主
食
用
玄
米
６。
ｋｇ
）相
対
取
引
価

格
２
万
７
６
１
３
円
（２
０
２
５
年
６
月

時
点
）

◎
国
民

一
人

一
年
当
た
り
消
費
量
２３
年
度

５‐
，１
碓
尺
１０
年
前
と
比
較
５
・８
ｋｇ
減
少
）

―
家
の
光
よ
り
―

お
米
を
主
食
と
す
る
日
本
人
、
お
米
の
値
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